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エプソン 財務システムをご利用のお客様各位 

平成 27年 4月 27日 

株式会社 東 洋 

TEL：075-501-6616 

 

 

 

 

市場で発生した問題の修正、および従来製品との仕様差に対応しました、Ver.15.20をリリースいたします。 

下記に内容をまとめましたので、ご確認をお願いいたします。 

 

１．発行プログラム ５．データ変換 

２．公開日時 ６．セットアップについて 

３．仕様差改善内容 ７．データ互換・データ変換時の注意事項 

４．障害対応内容 ８．R4コンバーターについて 

１．発行プログラム 

システム名 公開 Ver バージョンアップ対象 

財務会計 R4 

Ver. 15.20 Ver.14.10以降 

財務顧問 R4 Professional 

財務顧問 R4 Basic 

財務応援 R4 Premium 

財務応援 R4 Lite+ 

財務応援 R4 Lite 

財務応援 R4 Lite for IKX 

※財務会計 R4、財務顧問 R4 Professional／Basicでは、Ver.14.2以降でライセンス認証され

ていない場合は、Ver.15.20へのバージョンアップ時にライセンスの認証が必要になります。 

※財務応援 R4 Premium／Lite+／Lite／Lite for IKXでは、Ver.14.1以降でライセンス認証

されていない場合は、Ver.15.20へのバージョンアップ時にライセンスの認証が必要になり

ます。 

※Ｅｉボードは、必ず Ver.15.11 以降をお使いください。それ以前のバージョンでは、機

能が有効にならない場合があります。なお、Ｅｉボードはサーバー、クライアント共に

常に最新バージョンをお使いください。 

２．公開日 

現在は、マイページでのダウンロード公開のみとなります。 

Ｅｉボードダウンロードマネージャーによる公開は後日となります。 

今回の改版では入力画面等が大きく変更となりますので、繁忙期を避けてのバージョンアップをお

勧めいたします。 

■マイページのダウンロード公開 

2015年 4月 27日（月）  

■Eiボードダウンロードマネージャー公開 

2015年 6月 15日（月） 財務応援R4 Lite以外 

2015年 7月 13日（月） 財務応援R4 Lite 

財務 R4（Ver.15.20）のリリース 
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３．仕様差改善内容 

 Ver15.20の主な改善点としては、仕訳入力に関する操作性を向上させました。 

改善する仕様差、および一部機能追加する項目の一覧は添付ファイルをご参照ください。 

 

■インターKX財務会計 R4／財務応援 R4 Lite for IKX について 

 

●仕訳入力画面の改善 

 

・従来のインターKX 財務会計のように、訂正時に入力枠の前後の仕訳を表示するよう変更し

ました。 

【Ver.15.11 までの画面（全体）】 

 

  
【Ver.15.20 の画面（全体）】 

 
【Ver.15.11までの入力画面】 
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【Ver.15.20の入力画面】 

・科目の（ ）表示や補助科目の表示位置、期日表示方法、摘要欄２行表示など、従来のイン

ターKX の入力イメージに変更しました。 

 
 

 

●改善する仕様差一覧 

 

改善する仕様差、および一部機能追加する項目の一覧は下記のファイルをご参照ください。 

 

R4財務対応一覧表(
インターKX).pdf

インターKX 
R4対応内容詳細
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■財務顧問 R4 Professional／財務顧問 R4 Basic／財務応援 R4 Premium／財務応援 R4 Lite+／

財務応援 R4 Lite について 

 

●仕訳入力画面の改善 

 

・従来の財務応援 Super/Lite と同じ白色×水色に変更しました。 

・参照窓表示を画面下部表示から上部表示に変更しました。 

・仕訳表示タイプは、１行、２行のいずれかを選択可能です。（入力環境設定で設定） 

 

【Ver.15.20の画面（全体）】 

 
 

・摘要入力位置を金額の右側へ移動し、摘要欄内のカーソルの移動を自由に行えるようにしま

した。（摘要表示は従来の財務応援 Super/Lite の元帳改行位置と同じです）。 

・摘要欄で[－]キーで終了しないよう対応しました。（－はマイナスとして入力されます。） 

 

【Ver.15.11までの入力画面】 

 

  
【Ver.15.20の入力画面】 
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●改善する仕様差一覧 

 

改善する仕様差、および一部機能追加する項目の一覧は下記のファイルをご参照ください。 

R4財務対応一覧表(
応援).pdf

財務顧問Pro対応内
容詳細

 
 

４．障害対応内容 

改善する障害一覧は、下記のファイルをご参照ください。 

R4財務対応障害一
覧.pdf

 
 

５．セットアップについて 

財務 R4 Ver.15.20は会計システムマイページからダウンロードしてセットアップします。ダウン

ロードしたプログラムを実行すると入力画面が変更になることを説明する HTML が起動しま

す。HTMLを閉じて、セットアップランチャーからセットアップしてください。 

【財務顧問 R4Professional の例】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ネットワーク版でサーバーに登録してセットアップする場合は、Ｅｉボードのアプリケーショ

ンセットアップの準備から、「場所を指定する」を選択して、ダウンロードしたプログラムフォ

ルダー内の「Program」フォルダーを指定して登録してください。 
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６．データ変換 

Ver.15.20へバージョンアップ後に会社選択をすると自動バックアップ画面が表示されます。 

【はい】をクリックして、バックアップを行ってください。 

※【いいえ】を選択すると、会社選択画面に戻り、データ変換は行えません。必ずバックアップ

を実行してください。 

 

            
バックアップ後にデータ変換処理が起動します。【はい】をクリックして、データ変換を行ってく

ださい。 

 
 

上記の自動バックアップでは、Ver.15.20へのデータ変換前の状態の会社データがバックアップさ

れます。バックアップデータの保存先は以下のフォルダーになります。 

 

●スタンドアローン PCの場合 

 c:¥Users¥Public¥Documents¥EPSON¥R4¥ZaimuBackup 

  ¥local¥Zaimu_1¥<会社コード>¥00 

 

●サーバー接続の場合 

 バックアップデータはサーバー上のフォルダーに保存されるのではなく、データ変換を行った

クライアントＰＣ上の以下のフォルダーに保存されます。 

 c:¥Users¥Public¥Documents¥EPSON¥R4¥ZaimuBackup 

  ¥server¥Zaimu_1¥<会社コード>¥00 

 

７．データ互換・変換時の注意事項 

＜旧バージョンとのデータ互換について＞ 

 

 会計事務所と顧問先等でデータのやりとりをしている場合、Ver.15.20 へのデータ変換をして

も、Ver.15.11で処理が可能です。 

 ただし、Ver.15.20の会社メモが Ver.15.11では表示できません。 

 （情報は内部に保持していますので、再度 15.20で開けば表示されます。ただし、Ver.15.11で

入力したメモは参照できません。） 
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＜Ver.15.11→15.20 データ変換における注意事項＞ 

 

 Ver.15.11→15.20データ変換後の初回起動時に、入力環境設定（PCユーザー毎）の次の項目が

初期値に戻ります。変更している場合は再設定が必要です。 

 

項 目 インターKX初期値 応援・顧問初期値 

摘要窓選択モード  [．]＋[コード]   [コード]＋[．]＋[Enter] 

摘要窓番号  1から連番  窓毎に1～20 

前仕訳からの金額コピー  [Enter],[Tab],[Pause]  [Tab],[Pause] 

前仕訳からの摘要コピー  [Enter],[Tab],[Pause]  [Tab],[Pause] 

仕訳表示タイプ  （※15.20にこの項目はございません）  2行 

 

※上記設定情報は 15.20 と 15.11 のそれぞれのバージョンで別々の保存領域で管理している為、

それぞれ各バージョンでの設定値が保持されています。 

 

＜15.20 バージョンへ変換後の会社データを 15.11 で利用する場合の注意事項＞ 

 

 15.20 において、入力環境設定（会社毎）の「補助科目名の自動コピー」を以下のように設定

されている会社データを、15.11で利用する場合は、「補助科目名のコピー」の再度設定が必要に

なります。 

 

 

 

 

 

 

８．R4コンバーターについて 

財務 R4 Ver.15.20用の R4コンバーターは、Ver.15.20のセットアップランチャーから Ver.2.11

をセットアップしてください。同時期にダウンロード公開される R4 コンバーターVer.2.10 は財

務 R4 Ver.15.11用のためお使いただけません。 

 

９．電子申告をご使用いただく場合の注意点（Ver.e3再セットアップのお願い） 

電子申告をご利用になっている場合は、Ver.15.2 にバージョンアップ後、「財務会計 R4 電子申

告プログラム Ver.e3」のセットアップを再度行ってください（上書きセットアップ可能） 。

セットアップを行わないと、電子申告に関わるメニューが表示されないことがあります。

（Ver.15.11以前のバージョンからバージョンアップする場合） 

 

◆ダウンロードマネージャで電子申告プログラムを入手している場合（自動ダウンロードの設定

をしている場合）  

(1)Ｅｉボードの「セットアップ実行(F2)」→「登録先からセットアップ」または「サーバーから

セットアップ」をクリック 

(2)アプリケーション名：財務会計 R4 電子申告プログラム 新バージョン：e3 と表示されて

いる行の左側にチェックを付ける 

 ※財務システムは複数行表示されます。製品名をよくご確認ください。 

(3)「セットアップの実行(F10)」をクリック 

 

◆マイページから電子申告プログラムを入手している場合 

ダウンロードした電子申告プログラムのセットアップランチャーを起動し、「財務会計 R4 電子申

告プログラム Ver.e3」 のセットアップを実行してください。 

 

以上、よろしくお願いいたします。 

15.20の設定項目 15.20での設定値 

補助科目名の自動コピー  しない 

補助コピー（貸借両方入力時）  選択窓から選択する 


